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十
^
猞
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一
 

玉
o)

，離

錄

「

社
#
想
想
家
セ
し
て
の
ウ
ヰ9
ア
ム

‘
美
じ
い
赤
い
舰
鬚
を
生
し
て
、r
ち
か
ビ
.

一

体
へ
ば
上
向 

§
の
鼻
で
奥
深
ぃ
黑
い
眼：を
持
つ
た
美
し
ぃ
人
で
あ 

る
。
：

:

:

:

• 
Rossetti

は
ニ
ム
つ
た
。
’
私
拟
繪
を«

か
な
け
れ
ば
次
ら
ぬ
。
私
^
出
來
る
ヒ
彼
は
云
つ
た
チ 

彼
は
非
常
な
傲
人
で
，敎
師
の
や
ぅ
で
は
な
く
、
權

威

を

\

 

.以
て
語
る
の
で
、
私
は
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い:.
\
私
は 

多
名
を
蘊
ま
な
ぃ
。
け
れ̂

も
私
は
全
カ
：を
盡
ゴ
ぅ
。
彼
一 

は
私
に
實
際
的
の
注
意
を
與
へ
て
吳
れ
た0*
: 

• 

: 
*だ
一 

か
ら
自
分
は
建
築
を
捨
て'す
.に
、
事
務
所
の
仕
_
の

外I 

に 

一
=
1六
時
間
だ
け
繪
が
«
け
れ
ば
^
:
い
ビ
思
つ
て
ゐノ 

る
。
こ
义
な
調
子
の
生
活
で
は
快
樂
を
得
る
こ
ビ
が
な
-
一
 

レ
た
ら
ぅ
々
け
れ
ど
も
そ
ん̂

t

wは
關
は
な
い
。
私
一 

は
-そ
：れ
を
要
求
す
る
權
利
は
な
い
。
愛
と
仕
事
：

」

の

-

\

 

つ
だ
け
あ
れ
ば
足
り
る
？
：.
:
，私
.は
政
治
的
社
會
的

笫
八
總
.

八
八

の
問
題
に
典
味
を
持
っ
て
取
扱.ふ
こV」

は
出
來
な
い
。
'

私
U

大
^

に

お

い

て

、
«

柄

が

混

穩1

て

ゐ

る

の

を

知

に

r
o

w

 

c
o
u
n
t
n
-
e
s
.

を

訪

問

し

た

こ

ど

は

繪

身

k

對
 

. 

つ

て

：
力
る
。
3

ぅ
ふ

て
t

办

を

沙

ル

，
で

.；

枣
正

し
{

す名
，，

す

：
る
.
熟
6

を

：
®

ら

に

增

しfe,
。
；
き〜

.
し

て.
I

t
.

•八
=̂
: 

.
晴

五
十
六
年
の
末
k
こ
のr

夢
の
.體
現
者」

はStreet

の

事

は

.急
激
に
破
壤
さ
れ
れ
。
炉r
て
一
七
七
o
雄
か
ら 
一
 

s
a

能
力
も
天
'職
も
な
.■い

こ
S
を
知
.つ
て
ゐ
る
。
私
の̂

事 

は
，、
あ
る
形
で
夢
を
實
現
す
る
こ
ビ
で
あ
る0
も
し
私 

.
が
こ
の
綸
書
を
修
得
す
る
乙
ビ
が
出
來
る
な
ら
ば
、
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ど
は
澤
山
め
る
だ
ら
う
。
私i 

失
敗
す
る
だ
ら
う
ヒ
は
思
は
な
い
。
だ
•が
私
は
自
分
の 

機
會
の
少
な
い
の
を
知
つ
て
ゐ
る
。
だ
が
私
は
自
分
の 

な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
報
の
あ
る乙

S
を
喜
ん
で 

ゐ
る
。
私

.^
大
3
う
小
さ
い
K
«
の
宮
殿
に
入
る
乙
ど 

に
あ
つ
た
。
：
•
，
■ 

-
N
e
d

 (Burne-Jones 

の
、
て
こ 
ノ 
と

 ̂

は
一
處
に
tt
ま
う
^
し
.て
..■ゐ

る
U
:私
*は
”
\ET

の
治
め >』

ロ 

ン
ド
ン
へ
行
く 

o

」

s
p を
^

Life. 

L

 

pp. 

10911 

s) 

か
く
の
如
ぐM

o
r
r
i
s

の
計
畫
し
た
一
一
重
生
活
は
、 

當
分
の
間
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、
遂
に
そ
の
煩-k
耐
え
る 

こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
繪
窬
に
對
す
る
彼
の
熱
心
は 

段
々
ど
寒
つ
て
來
た"殊
^
秋
の
間
^

5
?
没
ど
一
處 

.
r
o
w 

c
o
u
n
t
r
f
e
s

を
訪
問
し
た
こ
ど
は
繪
鐵
化
對

務

所

を

去

つ

れ

の

で

あ

る

。(

未

完)

拾

九

世

紀

_

期

に

於

け

ゐ

. 

英
國
都
市
生
活
のI

:面
：：
(

 

S
:
,

ノ
：奥

^

復

±

0

アァ
ー
.ク
ラ
ィ
ト
の
_

«
的
發
明VJ

典
に
開
か
れ
た
時 

期

は

唯

^

英

蘭
の
.み
な
ら

中
全
他
界
の
經
濟
史
上に
於 

け
る
新
時
代
の
：開
始
で
ぁ■つ
た
"

,

.此
0-
時
代
：は
人
類
の
;'
0
然
に
輯
す
る
支
，配
カ
の
增
大 

を
語
る
.！.つ
の
大
-̂
る
©
而
で
.ぁ
'る
*>
、

生

產

並

び

に 

.交
通
の
新
し
い
近
代
的
ガ
法
ば
他
球
：上R
於
け
る
何
れ 

0
國
の
：古
&
社
會
的
秧
序
の
維
持
？
並
存
す
，る
事
，が
出 

::

來

な

か

た

の

，で
是
等
古
き
秩
序
や
慣
習
は
徐
々
に
或

.

.
第
十
五
卷(

一
一
五
.一)

雜
.

-
0 

.
拾
九
卅
紀
初
期
に
於
け
る
英
國
都
市
生
活
の
一
面

は

急

激

に

破

壤

さ

れ

れ

。

八
八
四
年
に
亘
る
七
十
年
間
に
英
吉
利
に
起
つ
穴
產
業 

革
命
は
其
の
國
が
全
面
を
隈
な
く
變
化
し
て
し
ま
つ 

,
2 
0 

へCu
n
n
i
n
g
h
a
m
,

 

G
r
o
w
t
h
,

 of English 
Industry

a
na.c
o
m
m
e
r
c
e
,

 

m
o
d
e
r
n

 

t
i
m
e
s
,

-d
a
Arf
H
I
 

Laissez- 

faire. 
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C
9
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p
p
.

參

照)

(

ァ
ッ
シ
ュ
レ
ェ
に
依
れ
ば
產
業
箪
命̂
云
ふ
名
稱
は
、 

ト
ィ
ン
ビ
ィ
が
一
八
八
四
年
に
出
版
し
た
同
じ
名
細
を 

:

表
題
€

す
る
講
演
の
中
で
此
■の
期
間
に
生
じ
れ
出
來
事 

が
實
R

「

革
命」

ビ
呼
ば
れ
て
も
不
都
合
で
な
い
程
に 

完
全
に
し
て
且
急
激
な
變
化
を
社
會
に
齋
し
たS
云
ふ 

;

事
を
明
ら
か
に
し
て
以
來
廣
ぐ
唱
へ
ら
れ
る
に
茧
つ
れ 

の
で
あ
る
。
バ

w
.

 

JV Ashley, 

T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 〇
rg- 

.anisation 

of England.. I9
.J4

. 

p- 

1
4
0

)

w
. .p..rlle- 

y
n
e
y

も
齑
業
苯
命
に
齋
さ
れ
た
エ
場
エ
業
制
度
の
各 

方
..面
に
及
ぼ
し
た
，影»
か
.ら
し
て
ia
i
'
0時
代
の
變
化
R 

對

し
て「

產
業
革
命」

S
一

K

ふ
名
辭
'を
用
ふ
る
の
は
誇

第

八

锁

.

八
九



第

十

逢

.

(

ニ

5£
5

雑
-

錄
.

拾
九
世
紀
初
期
に
於
け
芯
英
國
都
市
泰
の」

M

第
八
號

九
〇

も

秫
さ
れ
た
言
葉
で
も
な
け
れ
ば
.乂
不
適
當
な
名
.稱
で
も 

.な
い
ど
述
べ
て
ゐ
る(

^
n

&1t
r

.auction to 

the 

Jnd- 

ustrial 

a
n
d

 

Social 
History 

of E
n
g
l
a
n
d

 . IPO I. 

2
1
3

I 

p.)

,「

近
代
歐
羅
.巴
の
，經
濟
的
發
達j

の
著
者
のF. 

A
.

 

o
g
g
,
も
、
英
吉
利
の
經
濟
史
R
於
て
も
大
降
諸
國
の
經 

濟
史
に
於
て
も「

產
業
茶
命」

V
云
ふ
名
稱
は
IE
確
な
學：： 

術
的
意
義
を
有
す
る
も
の
：で
あ
つ
で
镙
然
ど
一
般
に
經j 

濟
的
«
#
¥
«
敗
す

る
爲
め
に

用
ひ
ら
る
可
き
も
の
で\

 

な
.い 

唱
へ
.て
ゐ
.る
.。(Econ

o
m
i
c '.Development 

of 

一
 

M
o
d
e
r
n

 

Europe. 

1918. 

p. 

1 I
s
-

從
て
こ
の「
產
業 

\ 

革
命」

：：

V,

呼
ば
れ
る
社
,#
現
象
は
千
^
百
五
十
年
頃
か| 

:

ら
十
九
世
紀
の
前
半
迄0
間
に
起
つ
た
撒
械
の
發
明
及\ 

び
大
親
糢
在
淹
に
佌
等
の
機
械
康
に
蒸
氣
カに
ょ
つ
1:
| 

運
轉
さ
れ
る
機
械
が
縱̂

使
用
さ
れ
"る
|
|
な̂
つ
た
結 

果
製
造H

業
の
過
程
及
び
狀
態
•し
生
匕
た
變
化
を
指
す
，

も

の

で.
あ

る.
o 

(

同

上)

カ

ン

土
ゾ
/

、ノ
ム

が

「

發

明
0>

s
f
t
L 
.̂
云

:0
.
-ズ
ゐ
多
樣
に
$
雀
ー
機
_
©
'
.
發

，明

は

貧

'̂
パ
•
.
，

は

.
之
れ
を
.そ
の

前

後

の

時

代

か

ら

事

.實

R
於
て
嚴
格
に
.

區
劃
す
る
事
は
出
來
な
.い
。
：
：JCAShl'ey, 

ibid.p.

1
4
1

)

。
新
し
ぃ
產
業
紐
織
：が
生
れ
る
に
就
て
は
之
れ
代

.

對
す
る
«
因
が
！i

に
茌
_
じ
て
ゐ
な
妙
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。「

十
八
世
紀
が
進
む
.に
つ
れ
て
經
著
的
發
達
の

I

形
一

被

が一

,般
の
經
濟
的
組
織
：の|-
^
迫〜

乘
.り

つ

、

あ<)
.
一

れ
樣
に
忍
は
れ
る
。
之
れ
は
商
業
の
.絕
ぇ
ざ
る
膨
脹
と

輸
出
向
き
の
英
吉
利
製
造
品
に
對
し
て
漸
次
增
加
七
て

|

來
-々
霸
耍
と
で
あ
る
。し：前
揭
のnlleyney:

は
、
:.
'英
國「

.
の
船
舶
^

«
つ
て
敝
民
^
や
愛
¥
や
大
陸
.、
'i
l
r細
^
、
 

|

阿
卯
刺
加
に
每
年
輸
出
：さ'れ
.る
多
量
の
財
貨
や
國
內
消|

盤
0
貨
物
が
多
く
の
場
合
數
世
紀
前
か
ら
引
き
續
ぃ
て

1

..
來
れ
の
と
同
じ
方
法
や
機
具
や
勞
働
の
組
織
に
依
つ
て
一

製
造
せ
ら
れ
て
ゐ

れ
^

を
指
摘
じ
て
'ゐ
る
、(

前
揭
書
ー
一

:
〇
三
I
 
ニ
〇
六
M
參
■)

、：新
機
械
の
發
：明
は
邊
等0
要

求
か
ら
4:
.れ
n
•も

の
.で
■あ
る
。
又「

都
市
勞
働
者」

の
著

满

で

あ

るH
a
m
m
o
n
d

K-
の
云
ふ
如
く
新
しS

時
代
を

淹
業
笨
命
中
の
主
な
る
现
象
で
あb

「

機
械
の
發
明
に 

關
す
る
話
ば
そ
の
;
a
味
や
重
要
3
に
於
て
決
し
て
君
虫 

:

ビ
か
讖
會
ど
か
戰
带
と
か
條
約
.己
か
或
は
憲
法
ビ
云
つ 

た
槺
な
普
通
他
間
に4
く
知
れ
て
ゐ
る
滕
史
^
劣
る
も 

の
で
は
な
.

S

。L( Robinson 
E

 B
e
a
a
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

of

.lyrodem. 

E
u
r
o
p
e
、. 

n
‘
. 

3
1
, 

o
g
O Qquoted.

或
次 

Outlines 

of E
u
r
o
p
e
s

-sstoly. 

Part II. 

262. 

J>.)

然
し
機
械
の
.發
明
麄
は
れ
た
現
象
の
襄
に
は
页
に
他 

の
勢
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
^

い
ア
ッ
シ
ュ
レ
エ
は
前
に
述 

:べ
，た
ト
ィ
ン
ビ
ィ
の「

產
業
革
命」

^
就
て
次
の
欉
^
云 

つ
て
：ゐ
る
。「

/
: •

ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
が
國
富
論
を
著
は 

し
、
ジH

丨

ム
ス
ソ
ッ
ト
が
蒸
氣
機
關
を
完
成
し
ね
千
七•
 

fr
七
十
六
年
S
第
一
改
茶
法
案
9
ぉ
ぼ
1
:

R
e
f
o
r
m

 

B
-B 

の
出
た
千
八
西
三
十
ー

I

年
ビ
の
間
の
變
化
は
、
.
こ
の
間 

に
ょ
り
大
な
る
範
圍
に
於
て
又
ょ.
0迅
速
匕
は
行
は
れ 

た
が
、
1
れ
で
も
-3
|
:の
以
»
か
ら
進
行
し
て
來
てゐ
た

代

表

す

る
1

新

し

：
：

s
，

勢

力

し

で.

あ

る
h

資

本

：
は

睇

に

i
r

e
,

へ 

hant-.m.anufacture

の
手
に
；於
て
家
內
工
業
の
形
*
に 

現
は
れ
て
ゐ
る
。(A

s
h
l
e
y
,

M.
4
I p.)

:
然
し
生
産
の
技
術
的
方
面
.に
加
へ
ら
れ
た
改
良
は
缠 

::
てH

業
經
營
組
織
の
變
化
をif
し
家
內
X
業
組
織
は
A上 

ぐ
近
代
的
な
1
3
|エ
業
制
度
に
變
じ
れ
0
從
つ
て
此
等 

.'
■

の
戀
化
を
生
み
出
し
た
原
動
.力
が
恐
く

「

產
槳
革
命」

ビ

f

て
區
劃
せ
ら
れ
る
十
八
世
紀
後
半
と
十
九
世
紀
の 

前
华
；に
於
け
る
時
期
の
以
前
に
旣R
働
い
て
居
れ
事
は 

ア
ッ
シ
ュ
レ
エ
の
言
葉®'
如
く
疑
は
し
S
し
て
も
、
乙
の 

「

原
動
力
の
表
現
で
あb「

產
業
革
命」

の
表
現
で
あ
る
エ 

場
X
業p

度
は
上
述
の
如
く
時
代
の
要
求
に
應
じ
て
生 

れ
た
諸
生
產
機
關
の
發
阴
の
結
果
で
あ
.る
ミ
も
云
ひ
得 

る
o

ホ
^
の
目
的
は
表
題
の
如
く
寧
ろ
產
業
革
命ざ
レ
 

て
社
會
上
に
表
は
れ
た
方
忙
注
意
を
尚
け
る
も
の
で
あ 

.
る
か
ら
淹
業
革
命
が
起
つ
た
由
來
や
乂
そ
れ
が

「

革
命」 

で
‘あ
る
か
否
か
は
不
問
に
附
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
を
れ

第
十
31
.卷

，(
1
1

五
三)

雜

.

錄拾九世紀桃

.期
に
於
け
る
焚
観
市
牛
活
の
1
面
.

笫
八
號



.，第十
五
怨
ニ

1.

五
四)

錄

.

拾
九
!|
1
:紐
初
期
に
於
け
る
英
國
都
市
4-
::活
?)
1:面

m
八
練

九

-は
他
0'
機
會
に
讓
つ
て
此
處
で
は

前
-k
述
べ
て
來
た
十 

,'
<

’ 

.十
九
の
兩
世
紀
に
跨
が
る
期
間
^
現
对
れ
た
出
來 

祺
を「

鹿
業
革
命」
？
喂

">
其
の
間
に
起
つ
た
社
會
現
象 

.の
一
つ
^
就
て
の
‘み
考
察
ず
る
0:
:.
:
,

.

.

.U.. 

' 

. 

-- 

■

■'
.

,

.

,「

產
業
革
命」

ビ

呼
ば
れ
れ
其
|@
代
の
經
濟
的
方
而
R
; 

於
け
る
變
化
.は
槪
略
し
て
云
へ
.ば
^
內
工
業
制
度
が
嘗
 ヾ

て
主

-̂
し
5

ルド
制
度
に
代
っ
S

に
家
內
X

業
制 

度
に
代
つ
て
製
造
業
の
工
場
制
度
が
勃
興
し
た
事
で
あ 

.

.

.
る
。
此
の
變
遯
の
中
で
，主
•要
な
る
表
現
は
工
業
が
工
場 

を
中
心
£

-;
0
て
分
布
さ
れ
是
等
0
^'
心

に

向

て

人

ロ

が
 

移
動
し
、：
妓
に
著
し
い
都
市
の
發
達
を
來
じ
、
ff
i
に
製 

缠
貨
物
の
.產
出
，に
於
て
難
常
な
增
加
を
齎
し
た
事
で
あ 

^
。(

o
g
g
.

 

H
c
o
n
o
m
i
c

 

D
e
v
elopment 

o
f
g
o
d
e
m

 

Europe. 

1
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3

 

p
)

工
業
經
營
の
形
式
か
ら
云
へ
ば
.

「

產 

業
®
命」

以
降
エ
場
組
織
，か
生
產
經
營?)
,
|
眾
位
と
ぶ

の
.勞
働
考
が
必
要s.rtr

れ
、
彼
藥
は
.所

:1
, Ivcnr.impdw::

S
し
て
生
產
の
行
は
れ
る
工
場
の
中
に
鮮
れ
集
め
ら
れ 

た
5
か
く
て
制
度
S
し
X;
の
エ
場
工
業
の
經
營
法
が
十 

A
lt
紀
最
後
の
十
年
間
以
降
の
特
色
ビ
な.つ
^
。
：

.

.近
代
工
業
經
營
制
度
の
特
色
で
あ
.る
工
場
制
度
は
か 

<

の
如
く
：に
其
の
近
因
办
ー
つ
せ
し
て
機
械
の
發
明
に
.
. 

隨
つ
て
起
つ
れ
の
で
あ
る
。へ勿
論
此
の
見
方
が
全
部 

で
な
い
事
は
旣
に
述
べ
そ
私
い
れ
通&

で
.
あ

る

々

前

揭
 

の

1
1
2
:
3
3
0
&

皮
ば
此
の
當
時
.勞
働
者—

或
は
寧
ろ 

.職
人
，.

I
が
新
し
く
镟
明
.さ
れ
：た
機
械
に
對
し
て
加
へ 

'た
反
對
や
亂
暴
を
以
つ
て

「

新
し
き
勢
力
J
R對
す
る
反
：
 

杭
で
あ
るVJ

し
て
ゐ
るOC

J
.

r

H
a
m
m
o
n
d

 

and 

Ba-. 

rbara 

H
a
m
m
o
n
d
.

 

T
h
e

 

,
T

o
w
n

 L
a
b

 ourer, 

1.

7
0
9

18 

i 

32. 

I5
-ip

p
.
)

從
つ
で
是
等
の
現
象
を
資
本
の
勢
カ 

.s
し
て
眺
め
を
の
資
本
が
旣
に
前
か
ら
漸
次
勢
力
を
得 

て
來
1
居
た
ビ
見
れ
ば
旣
に
述
べ.た
.ァ
ー
ッ
シ
ュ
レ.ェ
の
» 

察
を
容
易
に
首
肯
し
得'る
：で
あ
ら
う
。：

f

云
ふ
事
は
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
。
新 

し
ぐ
發
明
さ
れ
た
機
槭
は
個

0々
小
规
模
の
企
槳
的
勞 

働
者
の
手
に
は
求
め
得
ら
れ
な
い
稗
高
價
で
あb
又
之 

れ
に
藝
し
て
.は
多
贫
の
資
本
を
要
す
る
も
の
で
あ.

e\、 

又
工
場
と
'云
ふ
可
き「

定
の
設
備
を
必
要
ど
す
る
も
の 

で
あ
つ
たc

「

s
p
l
.
g
B'
g

ヾ
は
機
織H

の
家
の
內
で 

用
ひ
ら
れ
る
事
が
出
來
た
が
其
の
後
に
出
來
た
妨
績
機 

.械
は
非
常
に
大
& 
く
も
あ
b
扱
a
惡
く
く
も
あ
つ
て
到 

底j
g

家
で
は
使
用
す
.る
事
が
出
來
な
か
つ
た
、
そ
の
上 

に
人
の
力
で
は
殆
で
間
に
合
は
な
い
樣
に
大
き
な
力S 

;
敏
捷
な
蓮
動
ど
を
必
要V」

し
た
o

馬
力
も
或
程
度
ま
で 

用
ひ
ら
れ
た
が
良
ぐ
水
力
が
用
ひ
ら
れ
る
様
.に
な
つ 

介
o
'そ
し
て
水
力
の
供
給
の
あ
る
流
れ
に
沿
ふ
て
特
別 

の
.建
物
の
造
ら
れ
る
檨
に
な
つ
た
。
次
の
過
程
は
蒸
氣 

カ
の
.應
用
で
あ
つ
た
。̂

0
1
€
7
!
1
6
7
. 

Ibid. 

212 

p

oか 

資
本
が
製
造H

業
.に
投
T
さ
れ
た
X

此
等

■
 

.く
て
：著
し

'
然
し
..機
械
が
此
の
時
代
に
於
て

1

つ
の
籐
興
飞
ぁ
ク 

た
.事
は
之
れ
を
想
.像
し
得
る
。
新
制
度
办
勃
典
に
依
つ

て
脅
か
さ
れ
た
家
內
X
業
的
の
、
半
農
的
の
職
人
は
彼

.等
の
生
活
の
當
财
の
敵
ど
し
て
新
機
械
を%
つ
た
。

「

色〉

々
の
發
明
が
一
入
の
人
間
や
又
何
十
人
か
の
人
間
の
仕

事
を
す
る
色
々
の
機
械
を
造
り
出
し
た
事
は
產
業
の
轉
，

.置
を
.生
す
る
ビ
共
に
多
く
の
人
々
を
職
か
.ら
放
な
つ

•
た
0 

. 

, 

: 

‘ 

•

其
の
時
代
に
於
て
は
殆\

レ

凡
て
の
重
f

發
明
は
其
の
發
明
家0
頭
の
上
に
多
く
の
勞
働
者
の®

詛
を
投
げ
如
ボ
た
。」(

0
叫
叫
，
§:
<
1
1
4
7 

p
.
)

E

R
機
械

ビ
勞
働
者
S
の
關
，係
に
就
て
は
而
白
い
觀
察
が
下3
れ

る
。
或
者
は
人
類
が
機
械
^
依
つ
で
觅
に
カ
强
べ
自
然

を
征
服
し
た
の
を
讚
え
他
の
者
は
人
類
の
中
の
多
く
の
.

潘
が
機
械
の
爲
め
に
征
服3
れ
た〜

說
く
ヽ
ォ
ッ
グ
が

前
揭
.の
書
に
引
用
し
て
ゐ
る-言
葉
は
非
.常
に
典
味
が
ゐ

る
.。『

諸
：々

の
偉
大
^
る
發
明
が
エ
場
ル
關
し
て
爲
し
れ

事
ば
機
械
の
坊
け
に
對
す
る
人
の
勞
働(hand 

w
o
r
k
)

笫
十
M
l 
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i

五
五)

ベ

雑

!
錄
拾
九
世
秘
初
期
に
於

&
-
る

英

國

都

市

生

活

：の
1

面

.
第

八

號

%



第

十

i
 

(

一一 

五
六)

雜

.錄
拾
九
世
紐
初
期
に
，於
け
名
英
國
都
市
生
活
の
.|面

第
八
號

九
四

—'

N
H
n
u
N
U
M
n
n
u

の

關
係
を
變
ぇ
た
事
であ
る
。

道
具
や
幼
稚
な
器
具
は 

職
人
の
指
圖
通
b

R
な

つ

た:'
0

力

を

供

給

す
る
の
は

職 

人
.で
あ
つ
て
道
具
は
其
れ
に
從
ふ
：
0.
で
あ
つ
た
。
が
大 

發

叨
以
後
近
代H

場
に
.於
け
..る
勞
働
者
の
位
置
は
腕

や 

器
具
に
■力
を
供
給す
る
ど

云
ふ
ょ
り
も
寧
ろ

機
械
を
肋 

け

る

^
云
い
ふ
事
に
な0
た
。
.フ
ッ
ト
..や
ク
口
ム
ブ
ト

ン
、 

や
コ
？

ト
の
發
明
に
先
立.

0

てH

場
は
あ
つ
た
け
れ
ど 

.十

九
:«
紀
の「

エ
場
制
度
_

」

は
#

に
|勞
働
者
が
機
械
に
從 

属
す
^M

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
之
れ
は
吾
々
が 

:

長
い
期
間
に
百|

つ
て
觀
察
す

:^
.な
&
ぱ
'」

の

結
果
を
一 

革
命
ど
し

て
語
る
を
得
せ

し

め

る

も

の

' で
あ
る

0」 

(
M
a
c
g
r
e
g
o
r
'
T
h
e

 

E
v
o
l
u
t
i
o
n

 

o
f

 

I
n
d
u
s
t
r
y

 

p. 

4
0
. 

〇
g
g

 

q
i

d

 

ibid 

1
4
5

巴
之
れ
は
明
か
^
多
く
の 

生
藤
上
の
原
動
カ
が
修
來
人
の
カ
を
主
ビ
し
て
ゐ
た
の 

が
近
代
^.
な
.づ
て
他
の
動
力
に
代
る
に
至
つ
た

#.
を
示

「

す
も
の
で
あ
る
故
に
カ
ン
二
ン
グ
ハ
は
云
ふ
。

「

從
來 

人
間

■の
.賤

.

.水

力

や

蒸

氣

の

力

.を
應
用
し
て
爲
ず
事
は
吾
々
が
未
だ 

そ
の
意
義
を
充
分
に
は
認
め
て
ゐ
な
い
新
し
い
起
程S 

(

し
て
十
六
*

«
に
於
け
る
澉
«
上
の
苯
命
と
比
較
す
ベ 

&
で
あ
る」

w
o (Cunningham, 

ibid. 

6
0
0
w

o
千
八 

:
_gl
三
十
一
年
ぅ
知
識
普
及
，協
會し

.

は「

機
械
の
效
益」

ご 

題
す
る
小
さ
な
本
を
英
吉
利
の
勞
働
者
に
當
て
、
出
版 

し
た
此
の
小
著
は
發
明
の
光
榮
や
、
機
械
の
ホ®
の
碉 

祖
ぞ
、
人
が
.世
界
に
於
げ
る
仕
事
の
比
較
的
に
賤
じ
ぃ 

苦
役
の
或
る
も
の
を
人
間
の
赞
が
ら
雄
輪
や
ビ
ス
ト
ン 

に
移
し
て
行
.く
每
に
享
樂
ミ
文
明
の
境
の
中
に
進
め
て'
 

行
く
勝
利
の
步
み
なV

に
就
て
華
や
か
な
光
景
を
描
ぃ

て
ゐ
る

o
. •
. 

を
し
て
殆

r
t'
M
に
マ
ッ
カ
ク
レ

r

の
英
吉
利
の
產
業
生
活
を
誇
つ
た
批
評
の
生
々
し
ぃ
說 

明
書
を
提
供
し
て
ゐ
る
、「

何
處
に
も
外
に
人
が
之
れ
程 

物
質
の
上
に
威
力
を
振
.
つ
て
ゐ
る
所
は
な
ぃ
。」

(

K

P

?
 

m
o
n
d
'
i
b
i
d

 

I

N
で)
之
れ
に
對
し
て
ハ
A

モ
ン
ド
圾
は
、

» 

、

ト

〜

r

l 

. 

m

.

.
 

J
J
J

-

-- 

> 

一
 

- 

，v
1 

t 

■.-
-
pp
I

,
-

A 

h
ju
.い 

r
h 

o
, 
f
w 

fv *55
*̂  

f
o
t
e
w
l
v 

_

V 

J

い
勢
力
が
如
何
に
i
非
人
格
的
で
，又
彼
等
の
本
能
枣
感

〔

は
其
前
後
何
れ
妒
彼
等
枳
と
っ
で
有
刹
で
あ
.ラ
れ
が
じ

 

^

い
勢
力
が
如
何
に
i

非
人
格
的
で
又
彼
等
'
の
本
能
.
や
感
” 

•

受
性
を
無
視
し
彼
等
の
生
活
'0

中
に
冷
刻
な
る
勢
カ
を 

,
及

ぼ

：し

て

舰

等

の

風

^

^

條

統

ゃ0:
由

ゃ

"

家

庭

の

圓 

_

や
人
^

し
て
の
#

嚴
性
格
を
破
*
す
る
の
を
認
め
て 

ゐ
る
一
言
を
以
て
表
は
せ
ば 
'

「

何
處
に
4

:外
に
物
質
が 

之
れ
程
人
の
上
に
威
カ
を
振
つ
て
ゐ
る
所
は
な
い
。」

と 

(

s
i
d
v
I
oo
p
o

.;

機
械
に
就
て
は
今
は
之
队
以
上
述
。へ
る
必
要
を
み
な 

い
。
：機
械
に
就
て
の
如
上
の
觀
察
が
を
の
觀
察
者
の
見 

地
の
相
違
を
示
し
てゐ
る
の

は
明
か
で
あ
る
。

そ
の

相 

違
に
尙
興
味

あ
る
硏
究
が
含
ま

れ
て
ゐ
る
事
は
上
郞
の 

X
.

ム
モ
ン
ド
皮
が
新
時
代
に
於
け
る
民
衆
殊
に
勞
働
階 

.級
に
加
へ
ら
れ
た
弊
害
は
典
の
性
質
に
於
て
は
別
に
新 

奇
な
も
の
で
は
な
い
が>
其
一
つ
，は
彼
等
の荃
生
活
に 

.■非
人
間
的
な
非
個
性
的
な
紀
律
が
强
制
せ
ら
る
，、
所 ̂

あ
る
^
主
張
し
て
ゐ
る
の
を
注
意
し
て
®
察
す
れ
ば
明 

か

で
あ
ら
ぅ
？

產
業
革
命
を
境
S

し

た
勞
働
者
の
生
活 

第
十
3/
.猞

(

ニ
近
七

)

雜

錄

は
.其
：̂
後
何
れ
；)&
>
'彼
等
.枳
と
つ
で
有
刹
で
あ
.々

代
が
に 

就
て
論
す
る
觀
察
は
其
の
減
察
者
の
現
在
の
社
會
狀
皞 

に
對
す
る
批
評
ビ
し
て
見
て
も
面
白
い
も
の
で
あ
る
。

.

H 
. 

: 

.

ぃ
E

k
產
槳
革
命
.の
一
現
象
で
あ
る
人
ロ
の
都
市
集
中 

はH

場
制
度
の
發
達
艺
.«
す
可
か
ら
ざ
る
關
保
に
あ 

.る
。
又
玆
に
近
代
都
市
が
產
業
的
都
市S
し
て
發
達
し 

た
理
由
が
あ
る
。
，
>
• 

P; 

U
&
e
r
は
其
の
著「

英
國
經 

:

濟
史
J「

l

 I

九
土
〇
出
版
.

——

に

於

て「

近

代

^

ホ 

の
職
能
は
全
く
經
濟
的
に
なo*
た」

(

ニ
九
頁)

と
云
つ 

て
ゐ
る
。
近
世
都
市
の
硏
究
、
殊fc
其
の
發
達
史
の
研 

ン
究
が
資
本
主
義
的
經
濟
發M'
の
研
究
を
中
心
ど
す
る
の 

も
一
理
あ
る

事
で
あ
ら
ぅ
。
，

.'
■

.近
代
都
市
は
M
の
規
模
に
於
て
其
の
職
能
に
於
て
ノ
ヱ 

れ
ビ
類
似
せ
る
も
の.を
過
去
に
求
U

る
事
は
出
來
な 

:
.い
。
都
市
人
口
の
：點k
就
て
み
る
な
ら
ばr

十
九
世
紀
. 

以
前
の
歐
羅
，巴
の
人
口
は
大
部
分
地
方
的
で
且
つfs
l

^

拾
九
世
紺
初
期
に
於
け
る
英
圃
都
市
生
活
の
一
而 

第八號九軍

.



第

十

五

猞(
1
1

五
八)

錄
拾
九
世
紀
初
期

|;
於
け
る
英
國
都
市
虫
活
の

一

而

%
八
號

九

的
で
あ
つ
々
。
古
代
希
職
の
共
和
國
は
都
市
國
家
であ

又
羅
塢
帝
國
は
根
本
的
に
は
都
市
的
基
礎
の.上
に
a

織
せ
ら
れ
て

ゐ
れ
。
然
し
希
臘
«
馬
の
都
市
ビ
郴
す
る

も
の
は
取
に
，一
個
乃
至
數
多0
人
■ロ
の
■
密
な
中
心
地
ノ

丈
で
出
來
て
ゐ
る
も
：の
セ
な
ぐ
與0

.

iの
田
舍
を
も

含
ん
戈
多
少
廣
範
圍
^

旦
る
地
域
を
も
合
ぜ
て
ね
た
の

で
f

fi
そ
の
人
口
の
太
部
分
は
或
は
散
在
甘
る
地
方
、

E
ビ
し
て
或
は
又
小
さ
な
材
落
の
中
に
生
活
じ
て
ゐ
た
；

の
で
あ
る
。
：羅
樾
帝
鼴
の
後
期
に
は
都
市
は
高
い
鸦
度
.

の
重
耍
な
位
辑
を
占
め
都
市
生
活
は
廣
い
範
圍
に
及
ん

だ
。
然
し
西
羅
揭
帝
國
の
瓦
解̂
獨
®
民
族
の
ゴ
ー
ル

不
列
»
、
西
班
牙
、
伊
太
利
占
領
と
共
に
«
洲
は
全
く
邊

鄙
的
組
織
ヒ
生
活
の
時
代
ね
入0

X
，
：そ
れ
は
中
世
紀
：

を
澉
じ
て
善
く
保
れ
ズ
來
た
。
唯
徐
々̂

+
一
、
'十

，一

世
紀
か
ら
先
づ
伊
太
利
佛
蘭
西
に
於
て
都
带
が
再
び
童 

要
な

i{
L
位
を
占
め

.、新
レ

.い

.人
口

ビ

、そ

©
へ
ょ
.り

大

な

る

a
© 

/,/
 

n
s
^
-
K
K 

f
t
f
l
l
T
/ 

f
o 

—
I 

b
9
- 

b
( 

&
v
h
H 

T
r 

I
n
v 

f
. 

*
5 

X
I 

U
r 
iun 
hsi/

s

.:

そ
の
原
因
で
.あ
り
結
*
で
あ
る
の
.關
係
を
示
し
た
。

+ 

三
、
十
四
.世
紀
に
於
け
る
都
市
生
®
は
活
駿
に
行
は
れ 

2̂
が
尙
ほ
最
も
繁
榮
し
れ
中
心
地
の
人r4
ど
雛
も
餘
り 

多
く
は
な
か
つ
た
。
こ
の
當
時
の
記
錄
は
少
な
い
の
み 

な
ら
ず
又
殘
つ
て
ゐる
も
の

も
其
の
價
値
が
疑
し
い 

が
、I t
一
 

1
つ
の
都
市
^
就
て
は
中
世
紀
の
間
何
時
で
も 

其
の
人
ロ
が
十
萬
を
越
え
て
ゐ
た
_
を
確
證
を
以
て
斷 

言
す
る
事
が
出
來
る
。
こ
の
ニ
つ
の
都
市
は
パ
タ
ビ
コ 

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
實
瞪
を
指
示
す
る
事 

は
不
可
能
で
あ
る
が
ロ
ン
ド
ソ
が
上
に
擧
げ
た
數
字
の 

.人
口
を
有
し
て
ゐ
た
事
も
確
か
な
事
ら
し
い
。
然
し
中 

,世
の
都
市
で
最
も
其
の@
ん
な
時
代
^
四
萬
か
ら
六
蔣 

の
人
口
を
持
つ
て
ゐ
た
も
の
ば
其
の
數
十
五
乃
至
一
一
十 

を
越
え
る
事
は
出
來
な
，
s
。
其
中
に
は
^
{
1§, 

Floren

ce, 

cenoa, 

Cologne, Bruges, 

G
h
e
n
t
,
p
l
b
e
c
k

 
な
ど 

が
あ
る
。
都

市

の

大

'多

數

ぼ

、
.
經

濟

的

歷

史

助

意

義

を

て

は1

萬

.0
人

ロ

に

達

し

て

ゐ

な

か

つ

た

。

」
c
o
g
g
.

E
c
o
n
o
m
i
c
b
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

o
f Mo

d
e
r
n

 

E
s
o
p
e
.

 

p
.

,;
:

1
4
.)

近
世
に
入
つ
ても

其
の
初
期
に
於
て
は
人
口
增
加 

の
傾
向
» ：
緩
©
で
ぁ
つ
た
、
之
れ
を
十
八
世
紀
後
半
、 

或
は
十
九
世
紀
前
半
に
边
べ
る
；
じ
著
し
い
相
違
が* 

る
o
;一
七
〇
〇
平
に
於
け
る
ロ
ン
ド
ン
の̂
ロ
六
七
四
、 

,三
五
〇
は
同
赴
十
年
に
六^.
六

、

一
一
五
o
に
變
'o
た
に 

過
ぎ
な
い
の
にj

八
0
:
1年
に
は
九
〇
〇
、
Q
〇
〇
の 

(

激
增
を
示
し
て
ゐ
る”
”同
年
に
於
：け
る
英
吉
利
都
市
の.. 

入
口
を
擧
げ
て
み
れ
ば
エ
デ
ン
パ
ラ

ー

一
〇
二
、
九 

八
七
、
グ
ー
ク
メ
ゴ
ォ
丨
ー0

0
、
七
四
九
，
マ
ン
チ
ェ
ス 

タ
ア
、
タ'

V

フ
1
ルV

ハ
ァ
ミ
ン
グ
ハ
ム
、ブ
リ
ス
ト
ル
、

は
阿
れ
も
七
萬
五
千iか
ら
十
萬
の
.人
口
を
有
し
て
ゐ 

た
。
が
そ
れ
で
も
都
市
人
口
の
割
合
は
去
だ
小§
か
つ 

た
。
こ
の
十
八
世
紀
に
は
僅
か
に
新
し
い
、
：
且
非
常
に
、
 

,
-重
大
；な
人
ロ
現
象
が
漸
く
始
ま
り
炉
け
た
丈
で
ぁ
る
0 

(

同

上一

五
1

2

照)

"

：

.
勿
論
十

/\
世
郯
以

#

の
：
都

市

人

ロ

‘
か

菝

業

革

命

以

後
 

の

都
，市
人
ロ
に

比
し
て

非
常
化
少
數
で
あ

ク
たW

述
べ
. 

て
も
そ
れ
は
無
意
味
であ
る
、

オ
ッ
グ
が

述
べ
て
ゐ
る 

様
に
十
九
世
紀
以
後
に
於
け
る
人
口
現
象
の
中
に
總
人 

ロ
の
急
激
な
增
洳
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

彼
ば
都
市
人
口
增k

の
原
因
のr

つ
を
總
人
CJ
の
堦
加 

に
歸」

「
i

定
人
口
の
ニ
倍
三
倍
の
增
加
は
他
に
特
殊 

の
勢
力
や
事
情
が
作
用
し
な
く
ビ
も
人
口
の
稠
密
し
れ 

地
方
を
發
生
せ
し
め
村
落
は
町に
、

町
は
都
市
に
變
化 

す
る
妃
至
る
：
ミ
述
べ
て
ゐ
る
同
上
三
五
一
ー
頁
參
敝

)

從 

.
て
玆
に
特
ー
殊
の
注
意
を
製
す
る
の
は
都
市
人
口
の
増
加 

で
な
く
し
て
そ
の

集
中
現
象
.で
あ
る
。
オ
ッ
グ

が

W
e
b
e
r

 

,
の「

十
九
世
紀
に
於
け
S
都
市
發
達」

に
擧
げ
ら
れ
た
都 

rt
i

A
ロ
統
計
か
ら
槪
論
し
た
所
に
ょ
る
ビ

「

十
九
世
紀 

0
初
期
に
於
て
英
蘭
ク
工ー

.

ル
ス
の
都
市
人
口
は
全
人 

P
の
'四
分
の
1
R當
り
同
世
M
の
半
頃
に
於
て
は
約
半 

分
同
世
紀
末
に
於
て
は
寧
る
總
人
口
の
四
分
の
三
に
及

第
十
E
ぶ

.(

ニ
茧
九

)

雜
錄
拾
九
世
鄉
初
期
ド
於
け
る
英
國
都
市
生
描
の
一
面

第
八
號

I



)

:

^
-t
r

#

2

'

I
六〇〕

.雜

.

p

拾
九
世
紀
初
期
；
 

:
ん
?
ゐ
る
.

」
(

同

上

三

五0
寊)

.
、
而

し

て

斯

の

如

き

都

市 

_ 

.

.人
口
の
集
中
は
產
業W

命
に
依
つ
t
生
れ
た
新
X
業
組 

織
ど
相
な
ら
ん
で
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前 

.

.

.•に
述
べ
た
樣
に
土
場
制
度
の
發
達
は
ー
方
に
华
農
的
職 

—

X
の
生
計
を
脅
か
し
彼
等
を
じ
て
純
然
た
る
工
場
勞« 

':
;
.者
ビ
む
て
そ
の
中
心
地
に
收
集
し
た0
'み
な
&
ず
農
業
.

上

に

現

は

；
れ

た

新

し

s

_

化

は

小

農

R

の

生

活

を

脅

か
 

、
す

«

に

依

，つ

て

、

彼

等

.
を

純

然

た

る

農

業

勞

働

者

の

地
 

#

に
落
し
た
。
彼
等
は
m
は
農
業
に
止
ま
&
或

は

庭

業

' 

を
捨
て
、
工
場
の
勢
働
者
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
其
の 

.

間

の

消

息

は

E
'
R
n
h
e
y
n
e
y

が
巧
み
^

描
へ
て
ゐ
，
 

る
。

.
 

...

....

「

B
含
«
方
に
於
け
る
、.多
；く
の
小
®
姓
は
機
織
や
他

の
家
內
工
業
で
彼
等
の
生
活
の
一
部
分
を
補
つ
て
ゐ

リ

た

。
成
は
31
に
適
當
に
：云
べ
ば
家̂

エ
業
者
が
屢
々
何
：

ヵ
‘15
.姓

仕

事

を

し

て

彼

等

.の

生

活

資

料

を

稼

ぎ

出

し

て 

‘ 

：
ゐ

た

、

」

然
.
遞̂

；械

：の.發

則

は

彼

等

の

エ

作

的

方

而

：に

於

生
'活
を
し
て
ゐ
ft
家
內H

業
勞
働
者
は
‘一1

力
面
の
脅
威
.

 

を
受
け
彷
の
で
あ
る
。「

地
方
の
家
內
エ
業
者
は
事
實
ー
1 

'
 

.

つ
の
幼
雅
な
產
業
經
營
に
從
事
：し
て
ゐ
た
の
で
あ
f
o

一
 

.V

彼
等
が
手
工
業
者
で
あ
る
.箣
圆
に
於
て
は
彼
等
は
製
造 

，
工

業

の

；非

常

に

安

惯

な

優

秀

な

經

營

法

艺

帮

o
て
ゐ
た 

.:
し
叉
彼
筝
が
丙
姓
、で
あ
る
：範
画
：に

於

て

は

農

業

上

に

於

.

.
 

.
^
_も

同
.様

の

事

實

に

ぶ

，
つ

か

0

:.
.に
彼
等
は
：其
の
所
有
し
て
ゐ
た
土
地
を
放
棄
し
て
町
に
''
- 

ま

れ
.行
つ
て
暫
く
の
間
手
織
機1
ビ

し

て

反

抗

を

.續

け 

“
て
行
つ
た
が
遂
に
は
工
場
の
勞
働
者
ビ
な
つ
て
し
ま
つ
' 

た
。
他
の
者
は
彼
等
の
宇
織
機
を
捨
て
.、
禅
身
土
地
耕 

.
，作
に
暫
ぐ
の
間
從
事
し
^
が
終
縛
は
彼
等
の
土
地
を
賣 

...

:

:

.:
>
拂
ひ
又
は
借
地
權
を
放
棄
し
て
農
業
勞
働
者
の
權
級.

. 

:
:

'■
に
卿
つ
ぢ
結
果
は
栩
方
の
歡
合
ヒ
も
同
ニ
で
あ
る。

'

小
農
礙
は
併
合
さ
れ.Ye

o
m
a
n

小
農
階
級
は
消
滅
し
て 

,

.

し
ま
ひ
、
家
內
エ
業
は
、
エ
場
エ
業
に
應
倒
：さ
れ
て
じ 

.ま
つ
れ
。
世
紀
.

(

十
九
'世
紀)

の
終
る
以
前
に
英
吉
^
農

第

十

五

卷
2」

六

ご

雜

餘

::に

於
け
る
英
國
都
市
生
活
の

〗

面 

第
八
.跳

九
\

け
る
收
入
の
途
を
困
雞
な
ら
し
め
た
、
機
械
紡
續
が
出 

來
る
欉
に
な
つ
て
か
ら
彼
等
家
內
紉
艄
者
の
賃
銀
は® 

追

を

蒙

つ

た

機

織

：に

就

て

も

同

様

で

，あ

つ

^

。
他

方

農 

業
0
度
上
の
»
化
は
：工
業
上
の
革
命
ど
等
し
く
作
用
し 

ヾ
て
來
た。-

集
紛
的
科
學
的
耕
作
法®
獎
»
、

一
 

般
に
農
.

業
經
營
の
進
步
R

W
す
る
傾
向
は
、w
b
o
o
s
r
e

の
^

'f
f
i 

j

t
な
つ
て
現
は
れ
た
。
是
等
が
共
同
使
用
地
の
喪
失
を 

|

伴
ふ
て
地
方
の
小
農
民
の
生
活
を
危
ふ
く
し
た。

.

マ
.

T
n
e

 L
a
w

 locks 

up* 

t
hfi
>
B
s 

o
r 

w
o
m
a
n

 

一
 

V 

W
h
o

 steals the goose from off the c
o
m
m
o
n
;

ハ
 

But leaves the 

greater vina

s*loose 

一
 

名

ぎ steals the 

c
o
m
m
o
n

 

from the 

2
0
se.

:
に
现
は
れ
た
威
愦
は
當
時
の
農
拉
のK
'
Mを
語
る
も
の 

卜
で
あ
ら
ぅ
。
M
に
耕
作
法
の
變
化
に
伴
つ
て
農
業
^
今 

迄
ょ
b
多
く
の
資
本
を
必
耍
？
す
るk
至
つ
た
事
は
勞
. 

カ
と
幼
稚
の
農
货
以
外
に.資
本
を
持
た
な
い農
民

に

は

.場
の
平
均
の
大
き
さ
ば
3
甚
'エ'-
:
|ヵ
ビ
計
算
せ
ら
れ
、
.
♦ 

家
內
エ
i

»
if
-
、
機
織
は
其
の
：後
!!
{
|も

無
く
崧
れ
ら 

れ
て
し
ま
つ/
a
L°(

o
h
e
y
n
e
y
,
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p
p
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)

が 

一. '

是
等
の
事
情
か
ら
し
て
工
ン
ゲ
ル
ス
は

「
英
吉
利
に 

,
於
け
る
無
産
者
の
歴
史
は
蒸
氣
機
關
の
發
明
^
綿
糸
製 

造

機

械

の
®

明
の
あ
つ
た
.十
八
世
紀
の
後
半
に
始
ま 

る」

S
し
是
等
の
發
明
は
興
の
影®
を
及
ぼ
し
て「

漸
次 

一farming 

く 
§

の
m

M
は
全
く
姿
を
消
し
て
行
つ 

て
、:■
'
全
く
賃
銀
の
み
で
生
带
し
何
等
資
產
を
持
た
な
い 

資
產
ご
®

6
に
名
の
.附
く
樣
な
持
物
3

へ
も
持
た
な 

.

K

機
織
工
の
新
し
く
出
來
た
階
級
の
中
に
沈
ん
で
行 

\

き
、
か
く
て
勞
働
者
無：*
者
^
,な
つ
れ
の
で
あ
る
。

」

(F. 

E
i
l
s
,

 

T
h
e

 

Condition of the. 

Working-class 

B*E
n

yqlanli in. 

I
8
4
4
*
.
.

」

MV0
2
0
.
I 

p. 4. .p.)

.

因

，

本
論
に
入
る
前
に
以
上
：他
に
瓦
つ
て
述
べ
た
の
は
特 

|:
於
.け
る
英
，國
都
.布
生
括
の
ム
面

 

笫
八
號
.
九
九
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贫-
r
c--
>
r. H

O
I). .

：
刺.

錄.
W
Trf
說
叨
の
趣
礎
に
關
す
る

^
エ
ム
今̂
グ̂
^
’
ク
と
ク
ラ
一
グ

^
の

論

爭

每

八
^

130
.

に

意

味

が

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

其

れ

，は

單

に

ェ

場

：ェ

業

は

之

を

示

さ

ぃ

'る
も
の
ぁ
ぢ
。
以

て
>

&
日

I

以

锏

度

の

，發

達

や

都

市

人

ロ

の

集

中

作

用

に

就

て

述

べ

る 

丈
け
で
な
く
エ
揚
制
度
の
發
達
に
依
つ
て
都#
に
集
め
， 

ら
れ
^

‘̂
即
無
產
^

^

»か
都
市
に
來
る
fc
.至
る
..迄
R 

如
何
な
る
經
週
を
通
つ
て
來
た
か
を
明
か
，に
し
て
お
く 

の
は
本
稿
の
目
的
で
ぁ
る
ー
、

ナ

夂

*

«

双

期

の

都

市

生 

活
の
.暗
黑
爾
の：

一
部
を
說
明
す
る
上
に
非
常
妃
都
合
が 

「

いA

か
ら
で
ぁ
る
。

：

以
下
斯
の
如
ぐ
0
て
都
巾
に
集
つ 

:

た
人
々
の
生
活
の「

而
を
窺
っ」

て
み
：る
。”

(
未
完)

:

:利

子

說

明

の

- »
;
礎

1:
關

す

る

.ボ

エ

ム 

' パ
ヴ
工
ル
ク
ぐ
ド
ク

;'
ラ

（

ク

ミ

：
の

，
論

爭

(

上
}
'.
:

|

"

_

_原

賢

之

助

：

資
本

.の
本
.質
は
具
：體
性
な

b
や
油
象
性
な
り
や

k
關

，忙
拟
：、

.與
8
切
^
^
彳
备
別
女
段

f

來
今
H

R
至
る
.迄
甲
.論
乙
駁
未
だ
意
見
の
一
致
を
見
ざ 

る
の
有
様
な
り
。
余
は
本
誌
前
月
號
に
於
て
ク
ラ
ー
ク 

敎
S
の
資
本
の
機
能
に
關
す
る
說
の
大
要
を
紹
介
し
ボ 

;H

ム
o
パ

グ
工
ル
ク
の
之
に
對
す
る
批
判
を
述
べ
た
れ 

.ど

も

、

實

化

斯

る

意

見

の

：
不
.
ー

致

は

一

方

が

資

本

の

具 

體
牲
を
-壬
張
す
る
に
反
し
て
他
方
が
資
本
ビ
資
本
財
ど 

:の
間
に
^
麗
な
る
M
)j
i
を
存
せ
し
め
ん
^
す
る
R
因
る 

も
の
に
し
て
.、
.嘗
て
此
問
題
^
就
て
彼
等
が
大
西
洋
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